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十
月 

別
名 

神
無
月
（
か
ん
な
づ
き
）
・
建
亥
月

（
け
ん
が
い
げ
つ
）
・
孟
冬
（
も
う
と
う
） 

十
月
は
日
本
中
の
神
々
が
出
雲
に
集
ま
り
会
議
を
開
く
た

め
、
他
の
国
（
地
方
）
は
神
が
い
な
い
月
、
「
神
無
月
」

と
言
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
後
世
の
人
が
付
け
た
も
の
で
、

そ
の
年
の
作
物
の
収
穫
が
終
わ
り
そ
の
年
の
作
物
を
神
に

さ
さ
げ
、
神
と
人
が
と
も
に
そ
の
作
物
を
食
べ
て
豊
作
を

祝
う
「
神
嘗
」
の
行
事
が
行
わ
れ
る
月
で
あ
っ
た
と
こ
ろ

か
ら
「
か
ん
な
め
づ
き
」
と
呼
ば
れ
た
の
が
変
化
し
た
の

で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

朝
顔
と
チ
ェ
リ
ー
セ
ー
ジ 

 
 

 

『
十
月
の
花
』 

コ
ス
モ
ス
、
野
紺
菊
、
野
原
薊
（
あ
ざ
み
）
，
金
木
犀
（
き
ん
も
く
せ

い
）
、
杜
鵑
草
（
ほ
と
と
ぎ
す
）
、
鶏
頭
な
ど 

参
考 

鈴
木
充
広
著「
暮
ら
し
に
生
か
す
旧
暦
ノ
ー
ト
」河
出
書
房 

 
 

 

           

『十
月
の
言
葉
』 

 

世
に
賤
（い
や
）し
む
べ
き
者
と
い
っ
て
も
冷
脳
冷
智
の
哲
学

者
の
よ
う
な
も
の
は
い
な
い
。
彼
は
万
事
を
わ
き
ま
え
て
い
る

た
め
に
常
に
安
全
の
道
を
と
っ
て
危
険
に
臨
ま
な
い
。
彼
は
熱

心
を
賤
し
み
、
極
端
を
嘲
る
。
彼
は
一
人
高
い
と
こ
ろ
に
座
し

て
人
類
の
罪
悪
に
沈
む
の
を
憐
れ
む
。
そ
し
て
自
ら
低
い
と
こ

ろ
に
下
っ
て
彼
ら
を
助
け
よ
う
と
は
せ
ず
、
た
だ
冷
然
と
批

評
し
て
、
彼
ら
の
愚
を
笑
う
。
し
か
し
主
な
る
神
は
哲
学
者
で

は
な
い
。
彼
は
と
き
に
は
熱
心
に
駆
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
彼

は
全
智
で
あ
る
と
同
時
に
全
愛
で
あ
る
。
そ
し
て
愛
は
智
よ

令和 3年 10月（ 219）

９）（219）

（218）（207）

（（（No2011）  
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 り
大
き
く
力
強
い
た
め
に
、
主
に
あ
っ
て
も
愛
は
し
ば
し

ば
智
に
勝
つ
こ
と
が
あ
る
。
そ
う
し
て
神
が
も
っ
と
も
貴

く
、
最
も
神
々
し
く
あ
ら
わ
れ
た
と
き
は
彼
の
愛
が
彼
の

智
慧
を
越
え
る
と
き
で
あ
る
。
神
の
小
さ
な
も
の
が
人
で

あ
る
よ
う
に
、
人
の
大
き
な
も
の
が
神
で
あ
る
。
神
に
お
い

て
も
人
に
お
け
る
よ
う
に
、
情
け
は
智
慧
以
上
の
勢
力
で

あ
る
。
こ
の
奥
義
を
よ
く
伝
え
た
の
が
ル
カ
に
よ
る
福
音

書
第
十
五
章
の
放
蕩
息
子
の
譬
え
で
あ
る
。 

内
村
鑑
三
著
「
一
日
一
生
」九
月
二
十
一
日 

  

『
十
月
の
暦
』 

 
 

 

一 
 

日 

法
の
日
、
東
海
道
新
幹
線
開
業 

（
一
九
六
四
年
） 

 
 

四 

日 

里
親
デ
ー 

 
 

五 

日 

達
磨
忌 

 
 

八 

日 

寒
露…

朝
露
を
踏
む
と
一
段
と
冷
た

く
、
そ
ぞ
ろ
秋
が
深
ま
り
ゆ
く
の

を
感
じ
る
候
で
す
。 

 
 

九 

日 

国
際
文
通
習
慣
、
世
界
郵
便
デ
ー 

 
 

十 

日 

目
の
愛
護
デ
ー 

 
 

十
二
日 

芭
蕉
忌
（
１
６
９
４
年
）
他
に
時
雨

忌
、
翁
忌
、
桃
青
忌
と
も
呼
ぶ
。 

 
 
 

「
旅
に
病
ん
で
夢
は
枯
野
を
か
け
め
ぐ
る
」 

 
 

十
三
日 

・
日
蓮
上
人
忌
、 

・
嵐
雪
忌
（
服
部
嵐
雪
） 

「
布
団
着
て
ね
た
る
姿
や
東
山
」 

・
初
の
麻
酔
手
術
（
１
８
０
４
年
） 

紀
州
蘭
方
医
花
岡
青
洲
、
乳
が
ん
手

術
を
施
行
。 

 
 

十
四
日 

鉄
道
の
日 

 
 

十
八
日 

十
三
夜
、
統
計
の
日
、 

 

二
十
一
日 

あ
か
り
の
日 

エ
ジ
ソ
ン
は
実
用
的
な

白
熱
電
球
を
発
明 

 

 

二
十
三
日  

霜
降…

秋
気
よ
う
や
く
去
っ
て
、
各
地

で
朝
露
を
見
始
め
ま
す
。 

 

二
十
四
日 

国
連
の
日 

 

二
十
六
日 

原
子
力
の
日 

 
 

三
十
日 

紅
葉
忌 

 

 
 

 
 

 
 

参
考 

令
和
３
年
神
宮
舘
運
勢
暦
（
神
宮
舘
） 

暮
ら
し
の
歳
時
記
３
６
５
日『
今
日
は
何
の
日
か
？
』（
講
談
社
） 

 

お
知
ら
せ 

一
、
保
険
証
の
提
示
に
つ
い
て 

月
の
最
初
の
受
診
時
に
は
、
受
付
に
保
険
証 

を
ご
提
示
く
だ
さ
い
。 

二
、
診
療
案
内 

○
一
般
外
来
診
療
・往
診
・在
宅
医
療 

 
 

 

○ 

禁
煙
外
来 

     

○ 

骨
粗
鬆
症
の
検
査･

治
療 

○ 

ピ
ロ
リ
菌
有
無
の
検
索
と
除
菌 

○ 

Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
の
予
約 

○ 

胃
カ
メ
ラ(

二
十
年
九
月
よ
り
再
開)

・大
腸
カ
メ

ラ
（現
在
は
休
止
）  

○ 

肺
炎
球
菌
・ 

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン 

〇 

発
熱
対
応 

四
月
以
降
も
継
続
中 

（五
、
発
熱
外
来
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
） 

三
、
当
番
医
・十
月
十
日
（日
）・ 

十
二
月
十
二
日
（日
） 

九
時
か
ら
十
八
時
ま
で 

四
、
外
来
の
予
約
診
療
の
一
時
休
止
に
つ
い
て 

外
来
の
混
雑
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
。 

待
ち
時
間
を
減
ら
す
努
力
は
い
つ
も
心
が
け
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
災
禍
の
た
め
、
発
熱
外
来
、
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
主
に
し
て
、
藤
岡
で
の
蔓
延
を
抑
え
終

息
に
導
け
る
よ
う
、
他
の
医
療
機
関
と
と
も
に
務
め
る

必
要
が
あ
り
、
外
来
予
約
制
は
一
時
休
止
い
た
し
ま

す
。
体
調
が
極
め
て
優
れ
な
い
方
は
直
接
窓
口
に
声
を

か
け
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

五
、
発
熱
外
来 

現
在
も
継
続
し
て
い
ま
す 

 
 

一
般
の
慢
性
疾
患
で
通
院
さ
れ
て
い
る
患
者
さ
ん
と
分
け

て
（動
線
を
別
に
し
て
）診
療
す
る
こ
と
が
必
要
な
た
め
以

下
の
よ
う
に
診
療
し
ま
す
。   

・ 

発
熱
外
来
は
完
全
予
約
制
で
行
い
ま
す
。 

 
 
 

・ 

発
熱
・風
邪
症
状
が
あ
る
方
は
ま
ず
お
電
話
い
た
だ

き
、
医
院
の
案
内
に
沿
っ
て
待
機
し
て
く
だ
さ
い
。 

医
院
の
電
話 

０
２
７
４―

２
２―

８
３
１
５ 
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発
熱
外
来
対
応
時
間
と
、
予
約
時
間
は
次
の
通
り
で
す
。 

原
則
と
し
て
か
か
り
つ
け
の
方
の
み
と
な
り
ま
す
。 

      

           
 

※
現
在
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
中
で
時
間
が
重
な 

 

 
 

 

る
た
め
、
時
間
が
前
後
す
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

     

か
か
り
つ
け
で
は
な
い
方
は
相
談
セ
ン
タ
ー
に
連
絡 

し
て
く
だ
さ
い
。 

   

六
、
群
馬
県
保
険
医
協
会
二
十
四
時
間
健
康
テ
レ
ホ
ン 

 

電
話
〇
二
七―

二
三
四―

四
九
七
〇 

http://w
w
w
.raijin.com

/kenko/ 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

        
 
 
 
 

 

   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

    
 
 
 

七
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て 

☆ 

１
０
月
２
５
日
（月
）か
ら
受
付
開
始
い 

   

た
し
ま
す
。 

        

☆ 

１
１
月
０
１
日
（金
）か
ら
接
種
開
始
い 

た
し
ま
す
。 

  

発熱外来 午 前 午 後 

月、火、水、金 12：00-13：00 17：00-18：00 

木，土 11：00-13：00 なし 

予約受付時間 午前 午後 

月、火、水、金 8:30-12：00 17:00-18:00 

木、土 8：30-11：00 なし 

群馬県受診・相談センター 

（２４時間対応） 

0570-082-820 

前橋市受診・相談センター 

（午前８時３０分～午後９時） 

027-220-1151 

高崎市受診・相談センター 

（平日 午前８時半～午後５時１５分） 

前橋・高崎とも時間外は県のセンターへ 

受診相談 

027-381-6112 

一般相談 

027-381-6112 

埼玉県新型コロナウイルス感染 

県民サポートセンター（２４時間受付） 

0570-783-770 

ぐんまコロナワクチンダイヤル（副反応など

の相談）無休、２４時間、２０か国語 

0570-783-910 

月 高血圧症と歯科治療 

火 ジェネリック医薬品とは 

水 RSウイルスとは 

木 こどもにむし歯がうつるって本当？ 

金 ロコモティブシンドローム 

土日 最近のニキビ治療 

http://www.raijin.com/kenko/
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 セ
ル
フ
・ケ
ア
の
時
代
へ  

 

日
野
原
重
明 

  

英
語
で
は
人
と
し
ば
ら
く
別
れ
る
と
き
に
、 

“Ta
k
e
 g

o
o
d
 c

a
re

 o
f y

o
u
rs

e
lf

” 

と
言

う
。 

「お
大
事
に
」と
い
う
こ
と
だ
が
、
「あ
な
た
自
身
が

そ
う
し
な
さ
い
」と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
身
体
に
気

を
つ
け
る
主
体
は
自
分
で
あ
っ
て
、
医
師
で
は
な

い
。
医
師
は
、
一
つ
の
方
針
、
一
つ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

伝
え
る
の
み
で
あ
る
。
医
師
が
行
動
す
る
の
で
は
な

く
、
自
分
で
行
動
す
る
の
で
あ
る
。
「セ
ル
フ
・ケ
ア
」

と
い
う
言
葉
を
基
盤
に
し
て
、
自
分
の
毎
日
の
生
活

を
変
え
、
悪
い
習
慣
が
作
り
上
げ
る
病
気
を
予
防

し
、
退
治
す
べ
き
な
の
で
あ
る
。 

 
 
 

 
 

 
 
 

日
野
原
重
明
著
「
い
の
ち
の
言
葉
」 

 
                

  
    

 
 
 

百
日
草 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

二
人
の
左
官
屋 

 
 

茨
木
の
り
子 

  
 

来
て
く
れ
た
左
官
屋 

 
 

長
髪
に
口
髭 

 
 

白
地
に
紺
の
龍
お
ど
る
日
本
手
拭
何
枚
か
使
い 

 
 

前
あ
き
の
丸
首
シ
ャ
ツ
に
仕
立
て
て
着
て
い
る 

 
 

あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
鱗
飛
び 

 
 

い
な
せ
と
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
渾
然
融
合 

 
 

油
断
の
な
ら
な
い
い
い
感
覚 

 
 

足
場
伝
い
に
や
っ
て
き
た
彼 

 
 

窓
ご
し
に
ひ
ょ
い
と
私
の
机
を
覗
き 

 
 

「奥
さ
ん
の
詩
は
俺
に
も
わ
か
る
よ
」 

 
 

う
れ
し
い
こ
と
を
言
い
給
う
か
な 

  
 

十
八
世
紀 

チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
イ
が
旅
し
て
た
と
き 

 
 

一
人
の
左
官
屋
の
口
ず
さ
む
民
謡
に
う
っ
と
り 

 

や
に
わ
に
そ
の
場
で
採
譜
し
た 

 

ア
ン
ダ
ン
テ
・カ
ン
タ
ー
ビ
レ
の
原
曲
を 

 

口
ず
さ
ん
で
い
た
ロ
シ
ヤ
の
左
官
屋 

 

彼
は
ど
ん
な
な
り
し
て
い
た
の
だ
ろ
う 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

花
神
ブ
ッ
ク
ス
１ 

増
補 

茨
木
の
り
子 

   
 
 
 

 

け
ん
こ
う 

（百
四
十
三
） 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
肺
炎
（１
３
） 

 
 

は
じ
め
に 

 

２
０
１
９
年
１
２
月
３
１
日
、
中
国
湖
北
省
武

漢
市
に
端
を
発
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
は
、
数
か
月
で
世
界
各
地
に
感
染
が
広
が

り
、
あ
と
少
し
で
２
年
に
な
り
ま
す
。 

ワ
ク
チ
ン
接
種
で
発
生
率
が
下
降
し
つ
つ
あ
っ
た

が
、
若
い
世
代
の
接
種
が
遅
れ
、
か
つ
こ
の
年
代

の
活
動
形
態
か
ら
収
束
が
遅
れ
、
加
え
て
変
異

種
が
次
々
に
出
現
し
て
き
た
た
め
、
現
在
施
行

中
の
ワ
ク
チ
ン
が
ど
れ
く
ら
い
奏
功
す
る
か
が
不

明
で
は
あ
り
ま
す
が
基
本
的
な
予
防
策
は
変
わ

っ
て
い
な
い
こ
と
を
認
識
し
、 

①
体
力
（抵
抗
力
）を
増
強
し
て
お
く
こ
と 

②
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
を
上
げ
る
こ
と 

③
感
染
機
会
を
減
ら
す
こ
と 

が
基
本
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。 
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１ 

世
界
と
日
本
、
群
馬
県
の
感
染
者
数 

 
 

（死
亡
者
数
） 

（１
０
月
１
０
日
現
在
） 

１
か
月
前
か
ら
の
変
動
も
併
せ
て
示
す
。 

報
道
機
関
に
よ
り
数
字
の
異
動
あ
り
ま
す
。 

世
界  

２
億
２
２
５
５
万
９
８
０
３
人 

 
 
 
 

（
４
５
９
万
６
３
９
４
人
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
⇓ 

 
 

２
億
３
７
５
７
万
８
１
６
２
人 

 
 
 

（
４
８
４
万
７
４
６
２
人
） 

米
国 

 

４
０
４
５
万
６
７
１
１
人 

（
６
５
万
２
６
５
７
人
） 

 
 
 

 
 
 
↡ 

 
 
 
 
 
 

４
４
２
９
万
０
０
９
３
人 

 
 
 
 
 
 
 

（
７
１
万
２
６
９
５
人
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

イ
ン
ド   

３
３
１
３
万
９
９
８
１
人 

              

（
４
４
万
⒈
７
４
９
人
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⇓ 

 
 
 
 
 
 
 

３
３
９
３
万
５
３
０
９
人 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
４
５
万
０
３
７
５
人
） 

ブ
ラ
ジ
ル  

２
０
９
２
万
８
０
０
８
人 

                (

５
８
万
４
４
２
１
人)   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
↡ 

 
 
 
 
 
   

２
１
５
５
万
０
７
３
０
人 

                (

６
０
万
０
４
２
５
人) 

日 

本   
 
 
  

１
６
⒈
万
６
１
１
７
人 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
１
万
６
６
３
９
人
） 

⇞ 

            

１
７
⒈
万
０
１
１
２
人 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
１
万
７
９
３
０
人
） 

 

東
京
都 
 

３
６
万
１
０
２
６
人
（
２
５
９
４
人
） 

⇓ 

 
 
 
 
  

 

３
７
万
６
７
１
６
人
（
２
５
９
４
人
） 

 
大
阪
府 

 
 

２
０
万
１
０
５
０
人
（２
８
４
７
人
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⇓ 

 
 
 
 
 

１
８
万
５
２
９
０
人
（２
８
４
７
人
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

埼
玉
県 

 

１
０
万
８
０
５
９
人
（
９
２
０
人
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⇓ 

１
１
万
５
２
１
３
人
（
１
０
１
４
人
） 

群
馬
県 

 

１
万
５
８
５
４
人
（
１
６
４
人
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⇓ 

 
 
 

１
万
６
６
４
５
人
（
１
７
３
人
） 

    

前
橋
市    

２
３
２
９
人
（
２
７
人
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⇓ 

            
 

２
４
５
１
人
（
２
７
人
） 

高
崎
市 

 
 
 

２
２
７
７
人
（
１
４
人
） 

                         ⇓ 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

２
３
７
８
人
（
１
４
人
） 

藤
岡
市 

 
 
 

３
１
７
人 

 ⇓ 

             

３
４
４
人
（１
人
） 

伊
勢
崎
市 

 

２
８
３
２
人 

 
 
 
 
 
    

     ⇓ 

 
  

３
０
５
０
人
（１
７
人
） 

 

太
田
市 

 
 

２
８
３
６
人
（１
人
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⇓ 

 
 
 
 
 
 
 
 

２
９
３
６
人
（
１
７
人
） 

２
．
個
人
で
や
る
予
防 

個
人
が
や
る
べ
き
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。 

Ａ 

３
密
（密
集
、
密
接
、
密
閉
）機
会
回
避
を
基
本

に
、
手
洗
い
、
睡
眠
、
栄
養
、
運
動
な
ど
個
人
の
問

題
と
し
て
対
応
を
と
る
こ
と 

Ｂ 

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
（個
別
接
種
） 
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≪

お
問
い
合
わ
せ
先
（個
別
・集
団
接
種
と
も
）》 

Ａ  

健
康
福
祉
部 

健
康
づ
く
り
課 

新
型
コ
ロ 

 
 

ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
係 

 
 
 

Ｔ
Ｅ
Ｌ: 

０
２
７
・４
２
２
・１
２
１
１(

代
表) 

Ｂ 

藤
岡
市
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
相
談
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー             

 
 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：０
２
７
・２
１
２
・０
２
６
６ 

Ｃ 

副
反
応
な
ど
ワ
ク
チ
ン
の
専
門
的
な
相
談
先 

 
 
 
 

ぐ
ん
ま
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
ダ
イ
ヤ
ル 

０
５
７
０
・７
８
３
・９
１
０ 

土
日
・祝
日
を
含
め
２
４
時
間
、
２
０
か
国
語
で
対
応 

Ｄ 

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
１
０
月
で
終
了
し

ま
す
。 

 

３
．
早
期
治
療
に
関
し
て 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
か
か
っ
て
い
な
い
か
調

べ
て
ほ
し
い
時 

① 

発
熱
等
の
症
状
の
あ
る
方
は
、
ま
ず
は
、
か
か
り

つ
け
医
等
の
身
近
な
医
療
機
関
に
直
接
、
電
話

相
談
し
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。 

② 

診
察
を
し
た
医
師
に
よ
っ
て
、
感
染
が
疑
わ
れ

る
と
判
断
さ
れ
た
場
合
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

③ 

ま
た
、
相
談
す
る
医
療
機
関
に
迷
う
場
合
に
は
、

「受
診
・相
談
セ
ン
タ
ー
」
に
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。 

（本
誌
、
２
ペ
ー
ジ
の
「お
知
ら
せ
」の
五
を
参
照
） 

４
．
医
院
と
し
て
の
対
応
の
現
状 

① 

２
０
２
０
年
９
月
か
ら
再
開
さ
れ
た
胃
癌
検
診
な 

 
 

ど
で
内
視
鏡
検
査
中
の
感
染
防
止
対
策
に
沿
っ
て 

② 

一
般
患
者
さ
ん
と
の
動
線
が
重
な
ら
な
い
た
め
の 

 
 

対
策 
 

例 
 ① 

発
熱
者
は
院
内
に
入
ら
な
い 

② 

診
察
は
院
外
で
、
主
に
乗
用
車
内
で
の 

 
 

診
療
（
問
診
、
検
体
採
取
、
薬
剤
・
処 

   

方
箋
の
発
行
）
と
な
り
ま
す
。
か
か
り 

   
つ
け
の
患
者
さ
ん
に
は
、
電
話
で
の
診 

   

察
・
処
方
箋
発
行
も
あ
り
ま
す
。 

③ 

夏
期
テ
ン
ト
の
用
意 

④ 

軽
い
発
熱
、
風
邪
症
状
の
方
は
、
１
、 

 

２
日
間
、
家
で
過
ご
し
、
軽
快
し
な 

 

い
、
ま
た
は
症
状
が
強
く
な
る
よ
う
で 

 

あ
れ
ば
来
院
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

⑤ 

来
院
前
に
必
ず
医
院
に
電
話
を
し
て
、 

 
 

指
示
を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

⑥ 

家
か
車
内
で
待
機
し
て
い
た
だ
き
ま
す 

⑦ 

可
能
な
限
り
携
帯
電
話
を
携
行
し
て
く 

 

だ
さ
い
。
携
行
で
き
な
い
場
合
は
玄
関 

 

扉
の
左
側
手
前
に
あ
る
イ
ン
タ
ー
ホ
ン 

 

を
ご
利
用
い
た
だ
き
指
示
を
お
待
ち
下 

 

さ
い
。 

⑧
そ
の
他 

５
． 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に 

 
 
 

つ
い
て
（整
理
） 

(

１
） 

症
状 

３
７
、
５
℃
程
度
の
発
熱
や
呼
吸
器
症
状
が 

１

週
間
前
後
続
く
こ
と
、
強
い
だ
る
さ(

倦
怠
感)

、

の
ど
の
痛
み
、
筋
肉
痛
、
嗅
覚
・味
覚
障
害
な
ど 

(

２
） 

重
症
化
し
や
す
い
人 

高
齢
者
や
基
礎
疾
患
が
あ
る
人
な
ど 

(

３
） 

自
分
で
や
れ
る
こ
と 

３
密
（密
集
、
密
接
、
密
閉
）
を
避
け
る 

栄
養 

感
染
に
対
す
る
防
御
と
し
て
重
要 

運
動 

免
疫
力
向
上 

(

４
） 

発
熱
や
せ
き
な
ど
比
較
的
軽
い
風
邪
の
症
状
が

続
く
人
は
次
の
よ
う
に
。 

① 

か
か
り
つ
け
医
に
連
絡
し
て
指
示
を
受
け
る
方
法 

 

イ
． 

自
宅
待
機
の
指
示 

(

症
状
軽
く
解
熱
剤
で
対
処
で
き
る
と
き) 
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ロ
． 

時
間
を
指
定
し
来
院
し
、
車
内
で
待
機
し

て
い
た
だ
く
場
合 

 
② 

か
か
り
つ
け
医
が
い
な
い
場
合 

（
一
般
的
な
相
談
の
場
合
） 

(

前
記
、
２
ペ
ー
ジ
、
五
参
照)

 

６
． 

医
療
機
関
に
入
る
前
に 

・
３
７
℃
以
上
の
発
熱
が
あ
る
方
は
基
本
的
に
は

院
外
対
応
。 

・
咳
、
く
し
ゃ
み
、
の
ど
の
痛
み
な
ど
風
邪
症
状

の
あ
る
方
も
、
同
じ
対
応
で
す
。 

〇 

院
内
に
入
る
前
に
、
電
話
で
医
院
受
付
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。 

〇 

携
帯
電
話
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
玄
関
に

あ
る
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い 

○ 

医
療
機
関
に
入
る
際
に
は
マ
ス
ク
を
着
用
す

る
ほ
か
、
手
洗
い
や
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
（
咳
や

く
し
ゃ
み
を
す
る
際
に
、
マ
ス
ク
や
テ
ィ
ッ

シ
ュ
、
ハ
ン
カ
チ
、
肘
を
使
っ
て
、
口
や
鼻

を
お
さ
え
る
こ
と
）
の
徹
底
を
お
願
い
し
ま

す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

７
．
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て 

 
 
 

１
０
月
２
５
日
（月
）
か
ら
予
約
開
始
、 

接
種
は
十
一
月
か
ら
開
始
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

院
長
の
ひ
と
り
ご
と
（百
八
十
九
） 

 

行
進
曲 

 

◇
日
ご
ろ
の
運
動
不
足
を
一
気
に
挽
回
と
、
日
曜

日
の
昼
過
ぎ
、
竹
沼
を
一
周
し
、
帰
り
に
庚
申

山
を
歩
い
た
。
女
坂
の
ほ
う
か
ら
の
コ
ー
ス
を

取
っ
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

◆
歩
く
と
き
は
あ
ら
か
じ
め
録
音
し
て
い
た
ラ
ジ

オ
番
組
を
イ
ヤ
ホ
ン
で
聞
き
な
が
ら
歩
く
。
無

上
の
楽
し
み
で
あ
る
。
あ
る
講
座
の
後
に
１
０

分
足
ら
ず
の
時
間
が
残
り
、
そ
こ
で
短
い
音
楽

が
２
曲
く
ら
い
聴
け
る
。
こ
の
と
き
は
ア
メ
リ

カ
の
聴
き
な
れ
た
行
進
曲
で
あ
っ
た
。 

◇
歩
い
て
い
る
と
歩
調
が
自
然
に
そ
の
行
進
曲
に

合
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
こ
ん
な
調
子
に
合

わ
せ
て
歩
く
の
は
何
か
気
恥
し
い
も
の
で
あ
る

が
、
こ
の
日
は
あ
た
り
に
だ
れ
も
居
ら
な
か
っ

た
か
ら
、
思
い
切
っ
て
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
歩
い

て
み
た
。 

◆
調
子
よ
く
歩
い
て
い
る
と
、
今
度
は
坂
道
に
な

っ
た
。
こ
れ
は
ち
と
辛
い
。
だ
が
勢
い
づ
い
て
い

た
た
め
か
、
緩
や
か
に
な
る
と
こ
ろ
ま
で
一
気

に
登
り
き
っ
た
。 

◇
ア
メ
リ
カ
映
画
で
よ
く
見
る
場
面
で
、
真
っ
白

な
制
服
で
若
者
た
ち
が
行
進
す
る
。
沿
道
か
ら

は
娘
た
ち
が
声
を
飛
ば
す
。
そ
の
光
景
は
な
ん

と
も
爽
や
か
で
明
る
く
、
若
々
し
く
、
い
つ
も

気
持
ち
を
高
揚
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。 

 

戦
と
音
楽
に
つ
い
て
三
つ
の
こ
と
を
考
え
て
み

た
。 

◆
ま
ず
旧
約
聖
書
に
記
さ
れ
た
、
紀
元
前
１
２
～

１
３
世
紀
、
「
エ
リ
コ
の
戦
い
」に
つ
い
て
で
す
。 

エ
ジ
プ
ト
か
ら
脱
出
し
た
イ
ス
ラ
エ
ル
の
民
（１

０
０
万
か
ら
３
０
０
万
人
と
言
わ
れ
る
）
を 

モ
ー
セ
か
ら
引
き
継
い
だ
の
が
ヨ
シ
ュ
ア
で
す
。

神
が
イ
ス
ラ
エ
ル
に
与
え
る
と
約
束
し
た
カ
ナ
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ン
の
地
に
向
か
っ
て
ヨ
ル
ダ
ン
川
を
西
に
渡

り
先
ず
対
決
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
が

「エ
リ
コ
」
と
い
う
城
塞
都
市
で
し
た
。 

◇
ヨ
シ
ュ
ア
の
命
令
で
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
兵
８
０

０
０
名
は
角
笛
を
鳴
ら
し
て
城
兵
５
０
０

名
が
守
る
城
の
周
り
を
一
日
１
回
廻
り
ま

し
た
。
七
日
目
に
は
７
回
廻
っ
た
後
、
角
笛

を
一
斉
に
吹
き
鳴
ら
し
鬨
（と
き
）
の
声
を

上
げ
る
と
エ
リ
コ
の
城
壁
は
崩
れ
去
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
こ
の
時
は
、
か
つ
て
イ
ス
ラ
エ

ル
の
斥
候
を
救
っ
た
ラ
ハ
ブ
と
い
う
遊
女
と

そ
の
親
族
以
外
、
２
５
０
０
名
が
皆
殺
し
に

さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 

◆
イ
ス
ラ
エ
ル
の
角
笛
を
来
る
日
も
来
る
日
も
聞

か
さ
れ
て
い
た
エ
リ
コ
の
住
民
は
戦
う
前
か
ら

戦
意
を
喪
失
し
て
震
え
上
が
っ
て
い
た
に
違
い

あ
り
ま
せ
ん
。
味
方
を
高
揚
す
る
音
楽
が
相
手

に
と
っ
て
は
恐
怖
に
慄
（
お
の
の
）か
さ
れ
る
音

声
に
な
っ
て
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
敵
対
す

る
国
や
チ
ー
ム
の
軍
歌
、
行
進
曲
、
応
援
歌
は

い
く
ら
明
る
く
て
も
、
自
分
に
と
っ
て
は
耳
障

り
に
聞
こ
え
る
の
と
同
じ
心
理
だ
と
思
い
ま

す
。
味
方
に
と
っ
て
力
を
与
え
る
国
家
、
軍
歌
、

行
進
曲
、
運
動
会
の
応
援
歌
で
さ
え
、
相
手
に

と
っ
て
は
意
気
阻
喪
さ
せ
る
憎
む
べ
き
も
の
で

あ
る
と
い
う
こ
と
は
不
思
議
な
こ
と
で
す
。 

◇
ち
な
み
に
、
イ
エ
ス
キ
リ
ス
ト
の
系
図
に
出
て
く

る
四
人
の
「訳
あ
り
女
（
性
）」の
一
人
が
こ
こ
に

登
場
し
た
ラ
ハ
ブ
で
、
ほ
か
に
義
父
ユ
ダ
の
子

を
産
ん
だ
タ
マ
ル
、
ミ
レ
ー
の
画
「落
穂
ひ
ろ

い
」の
題
材
に
な
っ
た
「
異
邦
人
ル
ツ
」、
ソ
ロ
モ

ン
を
生
ん
だ
バ
テ
・シ
ェ
バ
の
血
が
イ
エ
ス
キ
リ

ス
ト
に
流
れ
て
い
る
こ
と
に
驚
き
ま
す
。 

◆
次
に
想
い
出
さ
れ
る
の
は
、
司
馬
遷
の
史
記
の

描
く
劉
邦
と
項
羽
の
戦
い
（BC

2
0

2
-2

0
6

）

で
の
最
終
章
で
す
。 

楚
の
項
羽
は
一
度
は
自
ら
が
助
け
た
漢
の
劉

邦
が
再
び
力
を
盛
り
返
し
攻
め
帰
っ
て
来
る

と
、
そ
の
勢
い
に
追
い
詰
め
ら
れ
て
垓
下
（が
い

か
）
の
城
に
立
て
こ
も
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

と
こ
ろ
が
あ
る
夜
、
幾
重
に
も
包
囲
し
た
敵
の

陣
営
か
ら
、
な
ん
と
自
分
の
国
、
楚
国
の
う
た

が
聞
こ
え
て
き
た
こ
と
に
驚
き
ま
す
。
こ
れ
は

既
に
自
分
の
国
民
が
漢
に
降
伏
し
て
し
ま
い
、

自
分
を
攻
め
る
兵
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
と

考
え
絶
望
し
て
し
ま
い
ま
す
。
愛
妾
「
虞
」
を
殺

害
し
、
城
か
ら
出
て
烏
江
と
い
う
と
こ
ろ
で
敵

兵
に
囲
ま
れ
て
自
ら
首
を
刎
ね
て
自
殺
し
た

と
い
い
ま
す
。
恩
賞
に
与
ろ
う
と
し
た
漢
兵

は
、
彼
の
一
片
の
肉
も
争
っ
て
奪
い
合
っ
た
と

司
馬
遼
太
郎
は
作
品
「
項
羽
と
劉
邦
」
の
な
か

で
書
い
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
司
馬
遷
は
項
羽

の
死
後
わ
ず
か
７
０
年
に
そ
の
終
焉
の
地
を
訪

れ
て
い
ま
す
。
項
羽
の
血
の
匂
い
を
嗅
い
だ
に

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。 

◇
項
羽
は
、
聞
こ
え
て
き
た
歌
が
漢
の
歌
だ
っ
た

ら
戦
意
を
さ
ら
に
燃
や
し
た
で
あ
ろ
う
。
自
分

の
祖
国
、
楚
の
歌
が
ゆ
え
に
、
混
乱
し
て
し
ま
っ

た
の
で
し
ょ
う
。
項
羽
の
心
理
を
知
り
ぬ
き
、

打
っ
て
出
た
漢
軍
の
心
理
的
勝
利
で
あ
っ
た
と

思
わ
れ
ま
す
。 

「
エ
リ
コ
の
攻
略
」と
は
異
な
る
「
音
楽
」
の
利
用

が
左
右
し
た
勝
敗
で
あ
り
ま
し
た
。 

◆
三
つ
め
は
、
い
つ
も
気
持
ち
が
引
っ
か
か
る
点

で
す
。
音
楽
の
持
つ
「
隠
蔽
性
」と
言
え
ま
す
。 
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行
進
曲
は
、
そ
の
分
か
り
や
す
さ
、
明
る

さ
、
爽
や
か
さ
、
若
々
し
さ
、
躍
動
性
、
心
を

浮
き
立
た
せ
る
メ
ロ
デ
ィ
で
若
者
を
音
楽
に

陶
酔
さ
せ
て
し
ま
い
、
戦
争
に
あ
っ
て
は
、

本
来
な
す
べ
き
で
は
な
い
こ
と
を
無
抵
抗
に

な
し
、
隠
蔽
す
る
、
美
化
す
る
、
目
か
く
し

を
す
る
、
目
を
逸
ら
さ
せ
る
、
正
義
化
し
て

し
ま
う
た
め
の
工
作
性
が
感
じ
ら
れ
る
こ

と
で
す
。 

◇
人
と
人
が
争
う
こ
と
が
な
く
な
る
ま
で
は 

望
め
ぬ
事
だ
ろ
う
が
、
憎
し
み
、
殺
戮
を
美

し
い
音
楽
で
美
化
し
て
ほ
し
く
な
い
。
そ
れ

を
見
抜
く
知
恵
を
学
ぶ
こ
と
で
あ
る
。 

歩
調
を
合
わ
せ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
合
わ
せ

る
の
は
散
歩
の
と
き
だ
け
に
し
て
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
   

千
日
草 

 
 

 
 

 
 

千
両
役
者 

◇
直
ぐ
上
の
兄
の
一
周
忌
に
、
近
い
人
が
集
ま 

っ
て
食
事
を
し
た
。
二
番
目
の
姉
、
次
兄
夫

妻
、
亡
く
な
っ
た
兄
の
奥
さ
ん
、
男
の
子
、
女

の
子
が
二
人
ず
つ
、
私
の
家
族
で
十
余
人
。

二
次
会
（
？
）に
集
ま
っ
て
お
酒
や
ジ
ュ
ー
ス

を
飲
ん
で
、
静
か
じ
ゃ
つ
ま
ら
な
い
と
言
っ

て
カ
ラ
オ
ケ
が
始
ま
っ
た
。 

◆
ひ
と
り
、
ま
た
一
人
と
唄
う
が
盛
り
上
が
ら

な
い
。
何
か
足
り
な
い
、
お
か
し
い
な
、
も
う

そ
ろ
そ
ろ
み
ん
な
を
笑
わ
せ
た
り
し
て
に
ぎ

や
か
に
し
て
く
れ
る
人
が
出
て
く
る
こ
ろ
だ

が
、
と
思
っ
た
と
き
に
、 

「あ
あ
、
そ
の
兄
貴
が
死
ん
じ
ゃ
っ
た
ん
だ
」 

と
思
い
出
し
た
。 

◇
あ
あ
、
そ
う
だ
っ
た
よ
な
、
み
ん
な
こ
ど
も 

 
で
ま
だ
家
に
い
た
こ
ろ
、
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
で
家

じ
ゅ
う
み
ん
な
が
い
ろ
り
を
囲
ん
で
、
う
つ

む
い
て
火
箸
で
囲
炉
裏
の
灰
汁
を
つ
つ
い
て

い
た
時
、 

「さ
あ
、
元
気
を
出
し
て…

」 

と
そ
の
兄
が
急
に
立
ち
上
が
っ
て
囃
す
と
、

み
ん
な
の
顔
に
明
か
り
が
さ
し
、 

「あ
あ
、
常
公
は
い
い
な
、
み
ん
な
が
明
る
く

な
る
よ
」 

と
母
が
言
っ
た
。 

そ
う
だ
そ
う
だ
と
長
姉
が
合
槌
を
打
つ
。 

う
つ
む
い
て
い
た
顔
が
み
な
上
を
向
い
た
。 

◆
父
も
ほ
っ
と
し
た
よ
う
に
キ
セ
ル
を
叩
き
、 

吸
殻
を
桜
の
木
の
皮
で
作
っ
た
煙
草
入
れ
の

蓋
に
と
り
、
新
し
く
詰
め
た
キ
セ
ル
を
咥
え

る
と
慎
重
に
吸
殻
に
近
づ
け
頬
を
へ
こ
ま
し

て
一
、
二
回
吸
う
と
、
真
っ
赤
な
火
玉
が
で

き
て
新
し
い
煙
草
に
火
が
移
っ
た
。
顔
を
上

げ
て
大
き
く
吸
う
、
口
を
す
ぼ
め
て
ふ
ー
っ

と
噴
き
出
す
、
そ
の
一
連
を
み
ん
な
が
見
つ

め
て
い
て
、
一
緒
に
合
わ
せ
て
ふ
ー
っ
と
吐

い
た
。
父
も
芝
居
気
が
あ
っ
て
面
白
か
っ
た
。

い
つ
も
子
供
を
か
ら
か
っ
て
は
笑
わ
せ
て
真

面
目
な
顔
を
し
て
内
心
、
喜
ん
で
い
た
。 

 

我
が
家
で
は
二
人
合
わ
せ
て
千
両
の
役
者

だ
っ
た
。
そ
ん
な
性
格
が
子
や
孫
に
伝
わ
っ 

て
く
れ
た
ら
い
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 


